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第10号のメニュー

【ごあいさつ】

【そっと教える授業のテクニック7】

黒板と家族名称のはなし
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☆★☆★☆ごあいさつ★☆★☆★

　

　メルマガ「こうししつ」です。今回は第10号です。区切りがいいで

すね。登録者数はなんと320名を越えました。すごい。はじめたときは

50名ほどだったので5ヵ月ほどで6倍に増えました。どうもありがと

うございます。これからもみなさんに喜ばれるメルマガを目指してがん

ばります。
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●●●　黒板と家族名称のはなし　●●●

　今日は話題が二つです。

黒板が視聴覚機器だってこと、知ってますか。黒板だけじゃなくって、

ただの棒の、あの指示棒だって視聴覚機器なんですよ。シンプルな黒板

でも上手に使えば、立派に視覚的効果をもたらすんです。

　その黒板を皆さんはどうやって使っているんでしょうか。いろんな使

い方をされていると思います。もちろん、こう使いますという決まりは

ありません。でも知っていると便利なことをひとつだけ、お教えしまし

ょう。

　黒板の両脇から50cmぐらいのところに線を引きます。真中の大きい

部分と、両脇のせまい部分に分かれます。じゃあ、少し考えてみてくだ

さい。みなさんなら、両脇には何を書きますか。真中には何を書きます

か。あるセミナーでこの質問をしたらいろんな答えが返ってきました。

　「真中には大切なこと、両脇には余り大切でないこと」「真中には文

型、両脇には今日の日付と日直の名前」「真中は横書き、両脇は縦書き」

などなど。私はいつも、すぐに消すものは真中に、最後まで消さないで

残しておくものは両脇に書くようにしています。真中にはいろんな事を

書きます。文型や、活用の規則、説明のための絵など何でも描きます。

でもすぐに消してしまいます。

　最後まで消さないで残しておきたいのはどんなものでしょうか。たと

えば、新しい語彙などを絵カードで練習しますね。たくさんあるとなか

なか覚えられません。でもドリルをするときでも、両脇にひらがなで書

いて残しておけば、学習者も自信がないときに、両脇をチラチラみなが

ら確認できますね。ひらがなで書くことがコツです。それがヒントにな

るからです。語彙の定着の助けにもなりますよ。みなさんも一度お試し

を。

次。

　先日遠くの友人からメールがきました。その中で彼は自分の奥さんの

ことを「わたしの家内」と呼んでいました。みなさんはどうですか。自

分の奥さんを呼ぶ名称として何を教えますか。

　「家内」という呼び方はおそらくいまどきの若い日本人はしないと思

います。多くは「私の妻」というのではないでしょうか。ほかにも「う

ちのやつ」とか「うちの」などとインフォーマルに言う人も多いと思い

ます。ちなみにわたしは「私の妻」です。「家内」にはどうしても「家

の中にいる人」という印象があるので、最近の女性のイメージと少しず

れてきているかもしれません。

　では、反対に自分の夫の呼び方はどうでしょう。ほとんどの人が「私

の主人」ではないでしょうか。私の妻は、「私の夫」といっています。

でも日本人の女性でもまだ多くは「私の主人」という言い方をすると思

います。じゃあどうして私の妻は「私の夫」という言い方をするのでし

ょうか。

　それは信条的なものだと思います。「主人」という言い方には「ある

じ」という意味が含まれており、解釈の仕方によっては、「妻が夫の使

用人である」という意味になる場合もあります。場合があるというのは

歴史的に長く使われてきたので、その意味も薄れてきているという人も

いるし、「あるじ」というのは「妻のあるじ」ではなく、「家のあるじ」

という意味だという説もあるからです。

　基本的には「私の夫」といおうが「私の主人」といおうが、また「私

の妻」でも「私の家内」でも、その人の自由です。でも私たち日本語教

師が気をつけなければならないのは、そのことばが持っている意味やイ

メージを正確に伝える必要があるということです。自国で女性の地位改

善のために活動している人が、日本語で自分の夫のことを「私の主人」

といったら、奇異に感じる日本人もいるかもしれません。

　自由にことばを選べるということは、その裏に隠された意味をよく知

っていなければならないということです。「私の主人」を教えるときに

は、その意味と「私の夫」という言い方も一緒に教えて、学習者が選択

できるようにしてあげることが大切だと思います。
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　第9号の「教室の外で日本語を使う環境」についてはいくつか反響が

ありました。「日本語を使う環境がない」のも大きな問題だが、それ以前

に教室で「使えるようになっていない」のでは、という意見もありまし

た。セミナーでも「授業のやりかたがよくない」ので話せるようになら

ない、という回答もたくさんあったので、次回はそれについて少し考え

てみたいと思います。

ご意見・質問は　prof@fjsp.org.br

　電話11-288-4971
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国際交流基金サンパウロ日本語センター講師室

メルマガ「こうししつ」発行責任者　三浦多佳史

ポルトガル語　遠藤クリスチーナ麻樹

みうらのサイト
日本語を学ぶ人と日本語使って日本を研究している人のための情報の
ページ
http://homepage3.nifty.com/miuratakashi/
新聞語彙データベースを試験公開中です。
是非一度ご覧下さい
▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△

